
現在の研究テーマと内容 

嚥下障害の客観的評価法として、病院で放射線を用いた嚥下造影検査（VF）が行われています。VF

は造影剤を含有した嚥下物（飲食物）が咽頭（口）から食道へ移動する様子、あるいは誤嚥（飲食

物が気管に入ってしまう状態）など画像として経時的に記録できる利点があります。しかしながら、

放射線を用いるVFが侵襲的な検査のため、短期間での頻繁な測定や透視室などの特別な設備が必要

です。そこで、非侵襲的検査法によるヒト嚥下機能の客観的評価の開発を神経生理学的およびリハ

ビリテーション学的にアプローチして、臨床応用への確立を目指すための研究を行っています。  

また、看護学的アプローチとして口腔清拭用スポンジブラシを用いた口腔内刺激による口腔機能へ

の効果を調べたりなど、我々は摂食嚥下領域に携わるメディカルスタッフのひらめきも大切にします。

皆さんの疑問点を一緒に探究し、好奇心を育みましょう。。  

これまでの研究成果と今後の展開 
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大学院を目指すみなさんへメッセージ 

本研究室の構成メンバーとして、本学の摂食嚥下研究チームが参画しています。チームには、臨床

検査技師、理学療法士、言語聴覚士、看護師の各職種から編成されていることで、摂食嚥下領域に

関する幅広い研究課題を探究することが可能となります。特に社会人で臨床において常日頃から問

題意識を持って取り組んでいらっしゃる方々に対して問題解決への一助となると思います。  


